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宮坂純
ソ連邦では，現在，労働組織の個人形態そして(それに照応した)個人的出来高払制度から
労働組織・刺戟化の集団的形態への移行が急速にすすんでいる。具体的には，ブリガーダ方式
(正確には，労働組織と労働刺戟化のブリガーダ形態)が，いわゆる 1979年決議「計画化の改
善と経済メカニズムの強化」に応じて，労働組織の「基本形態」として位置づけられ，その導
入が推進されてきた。 1979年には主要な工業部門において労働者の35-40%がブリガーダに参
加してし時こが， 1986年現在，「ブリガーダ形態」は工業労働者の約70% を網羅してし142L いわ
れている。
例えば，グドスコフ (A. rY，llCKOB) 達は機械製作企業におけるブリガーダ形態の発達を 3 つの段階に分
131 
けている。それによると， 1969~78年が第 1 段階であり，この段階にはブリガーダ形態が先進的な若干の
職場，職区l乙導入された。 1979~82年は量的拡大の時期であり，ブリガーダ形態が大衆的に導入された。
(1) CM. ,<< BonpocbI 9KOHOMHK恥， 1980, No 1, CTp. 60. 
(2) CM. ， αCOUHa~HCTHCTH4eCKHH TPY，ll内 1986 ， No 8, CTp. 90. 
(3) A. ry且CKOB H ,llpy., E,llHHbIH Hap5l,ll H X0351HCTBeHHbH paC4eT, TexHiKa, 1985, CTp. 5. 
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そして1983年以降が第 3 段階であり，「新しいタイプJ (後述)のブリガーダlζ代表されるいわゆる質的充
実の時期である。彼らの (1985年の)予想では，集団的な労働組織形態が (l、ままで存在していた)狭い
分業そして(その外的なあらわれである)個人的な労働組織に近い将来最終的に取って代わるのだ。
(4) 
ブリガーダ (6pHralla) とは作業班の一種であり，乙れにはいくつかの形態がある。それはまず専門
ブリガーダと総合ブリガ、ーダに分かれる。専門ブリガーダは同一職種の労働者から構成されるブリカ、ーダ
であり，総合ブリガーダとは多様な職種の労働者が参加するブリガーダである。また生産条件に応じて拡
大総合ブリ力、ヲダが編成されるが，乙れには職長や(工程技師，プログラマーなどの)技術労働者も参加
する。作業の内容上どちらのブリガーダでも可能な場合には，総合ブリガー夕、が選ばれる。
総合ブリガーダや専門ブリガーダは，それぞれ，すべてのメンバーが同一交替番で働く場合には同一交
替番ブリガーダとなり，すべての交替番の労働者がメンバーとなる場合には一貫ブリガーダとなる。そして
これらの形態のなかでは，専門ブリガーダよりも総合ブリガーダが，同一交替番ブリガーダよりも一貫ブ
リガーダが，「先進的」である，と理解されている。ブリガーダ発達の歴史も ζれを証明している。例え
(5) 
ぱ，生産合同「ツダノフ重機械」では， 1958年l乙， 12の専門一貫ブリガーダが機能していた。そして，
1960年に総合ブリガーダがはじめて編成され， 1960年の終りにはその合同で機能していた51のブリガーダ
のなかの30のブリガーダが総合フリガーダとなった。
また総合ブリガーダ(特に拡大総合ブリガーダ)編成の場合には，ボズラスチヨット原則の(全面的あ
るいは部分的)適用が考慮される。完全ホズラスチヨットとは一定量の作業の計算価値が管理部との双務
(6) 
契約を基礎としてブリガーダlζ引き渡されることを意味し，いわゆるブリガーダ請負となる(後述)。
現在 (1986年)の理解では，ブリガーダとは (l '1まや単なる作業班ではなく)経営(=生産)
管理システムの第一次環であり，そのブリガーダによって基本的な量的および質的活動指標が
計画され，労働ノルマや物質的支出ノルマあるいは一定量の活動の遂行が定められ，集団的労
働の結果l乙対する物質的および道徳的関心が保障されるような，労働組織と労働支出の形態，
がブリガーダ形態である。そして工業部門では，乙のブリーダ形態が，つぎの 2 つの方向(す
なわち，①ブリガーダ形態が支配的であり伝統的である部門や生産において，ブリガーダ労働
組織をヨリ一層改善する乙と，②基本的には個人的労働組織が適用されている部門や生産にお
いて，ブリガーダを組織する乙と)で，その発達および適用領域の拡大がすすめられているが，
乙の場合には，いずれも「新しいタイプのブリガーダ」が対象である。
(4) 詳細な分類については， (<COll. TPYll>) , 1980, M 2, CTp. 40~41 および A. r刊CKOB H llPY., YKa3. CO'l., CTp. 
9~10 を参照のこと。
(5) 必onpOCbI 9KOHOMHK刷 1980 ， M 1, CTp. 62. 
(6)αCOll. TPYll川 1980， M 2, CTp. 44 
(7) Iブリガーダという言葉は，もともと一定規模の兵士集団をいみする軍隊用語であるが，ソ連では工場や建
設現場で共同作業l乙従事する労働者集団・労働組織の最下級単位としての作業班の代名詞として古くから使わ
れてきたQJ (大津定美解説・訳「ソ連・労働組織と労働刺戟化のブリガーダ形態ー『模範規定』と『勧告~J , 
〈龍谷大学経済経営論集}，第23巻第 4 号， 147ページ)。
(8) CM., Hay可HaH opraHK3allHH TPY且a B npOMbI山.JIeHHOCTH ， 3KoHoMHKa, 1986, CTp. 99. 
(9) CM., COBepweHcTBoBaHHe OTHO凹eHHH pacnpelle.JIeHHH, Ha抑{3， 1985, CTp. 148. 
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「新しいタイプ」の生産ブリガーダとは，自分自身の社会的制度や構造を備え，具体的な生
産的課題や社会的課題の解決のための権限を有し，最終的な量的および質的労働活動指票に対
して集団的責任を負う，第一次生産集団である。このようなブリガーダ集団は，労働過程にお
けるそれぞれのメンバーの参加度を決定し，課業を設定し，作業方式を選択し，管理部に労働
者の等級を上げるように勧告し，兼職や受持ゾーンの拡大に対する追加支払の額を定め，ブ
リガーダ内競争の勝利者を奨励し，全体の賃金を配分する，権利，を有してし11 。かくして，
「新しいタイプ」のブリガーダには次のような特徴点がよら。第ーに，それは，メンバーが 1
つの作業ではなく多様な作業を習得し遂行すること，労働者が相互に入れ替わること，を前提
にしている。これによって職種別および作業別分業の狭い枠が打ち破られる。第 2 f[，作業全
体の遂行や最終生産物の産出に必要な，一定の生産基礎，設備，がブリガーダに確保される。
第 3 fこ，ブリガーダは相対的に自立した経営計画単位としてのステイタスを獲得している。従
って，その生産活動はブリガーダ独立採算制を基礎としておこなわれる。第 4 f乙，賃金は全体
で請負った仕事の最終結果に応じて支払われ，その賃金が，メンバー聞に，メンバーの技能資
格水準，技量，個人的労働貢献を考慮して配分される。
(12) 
ガヴリレンコ (E. raBJIHpeHKo) の整理l乙従えば「新しい」ブリガーダ形態の基本的特色は集団主義と
(それにもとづく)真の経営参加である。ブリガーダ組織が正しく組織されるならば，働き手(従業員)
は名実ともに生産の主人公となるのであり，乙の点l乙，「ブ 1) ガーダ万式」の本質が存在する。
本稿は(現在以上のように特徴づけられている) r ブリガーダ方式」の基本的内容を確認し
その〈意味〉を検討することを目的としている。
2. ブリガーダ方式の内容
2. 1 ブリガーダ請負
ソ連邦では， 70年代後半から80年代前半にかけてブリガーダ形態が国民経済の多数の部門に
プリガーダ
おいて急速に展開されていったが，その背後には(すでに20年代に班が存在していたことをは
(10) E. X向山田， npHra.la KaK ゆopMa COl¥HaJIHCTWleCKOH opraHH3al¥HH TPY.ll.a, ((3KOHOMH'1H巴CKHe HaYKH市 1985 ， M7 , 
CTp. 55. 
(1) CM., TaM lK e, CTp. 55-56. 具体的には，拡大総合・一貫ブリガーダが「新しいタイプ」のブリガーダとし
て位置づけられている (HaYl.lHa51 opraHH3al¥H5I TPY.la B npOMblllllleHHOCTH, CTp. 99. ) 
(12) E. 日間叩四KO， npHra.lbl HOBOTO THna: 叩06反Mbl H nOHCKH, ((COl¥. Tp阿川 1985 ， M 5, CTp. 72. 
(13) CM. , COBep山eHCTBOBaHHe nJIaHHpOBaHH5I COl¥HaJIbHOrO pa3BHTH5I npOH3BO.lCTBeHHbOC KOJIJIeKTHBOB， αHaYKa内 1984 ，
CTp. 45 
月
i
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じめとして)それなりの経験が蓄積されていたのである。しかしながら，現代のブリガーダは，
形態の面でふ内容の面でも， 20~60年代の班と大きな相違をみせてい弐例えば，今日のブブザガ -'1
リガーダの特質としてあらためてつぎの 3 点を指摘する乙とができる。第 1 1(" 管理・組織的
特徴として，生産課題の計画と設定がブリガーダでお乙なわれている乙と，第 2 1乙，社会的特
コレクチーフ質として，ブリガーダ集団が直接にあるいはブリガーダ評議会を通してブリガーダの管理に参
加しているこ左。第 3 1乙，財産上の特質として，賃金が作業の最終結果にもとづいて(労働参
加係数KTYを利用して)，配分されていること，がそれである。
ブリガーダ労働組織はソ連邦ではかなりの歴史を有している。周知のごとく， 1920年代の終り頃には，
ブリガーダ
突撃作業班があらわれている。これは， (労働生産性の向上とともに)生産過程の全面的改善，労働の整
然とした組織化，生産の合理化，生産文化の向上，を目的としたものであり，社会主義競争のー形態とし
ブリガータ ブリ力'ータ
て有名である。その後一貫突然作業班や独立採算制作業班が生まれ， 1960年代には(共産主義労働態度の
プリガダ
育成を主要課題の 1 つとした)共産主義労働班がうまれ，社会主義競争の展開とともに普及していった。
ブワガータ
ただし1960年代後半から1970年代初め頃までは，班は，原則として，生産技術的原則で(すなわち，個人
的労働組織が不可能な場合l乙) ，組織されていた。従って，その活動の計画化・支払の組織化・労働のノ
ルマ化は，個人的労働組織と同ーの方法で，お乙なわれていたのであった。いずれにしても，そのような
ブrリカ'ータ. . . . . . . . . 
班の比重も小さかったのである。だが発達した社会主義になると，ブリガーダ労働組織が質的に新しい現
J 15)
象となってきた。
乙のようなブリガーダ形態の発達は偶然ではなく，いくつかの原因が存在していた。まず，
工業生産の技術一組織的改善によってブリガーダ形態をとらざるをえない作業の比重が高ま
ってきたこと，がそれであ 4町長命二品議出余砕)。機械化された流れ作業組織によって，労
ブリガーダ
働者間の相互関連と相互依存が強まり，班組織が必要とされるようになった。生産過程の総
プリガータ'
合関動化のもとでは，個人的作業の可能性は完全になくなり，班形態が唯一可能な存在なので
ある。またブリガーダ形態は企業内民主主義の発達の反映(社会一経済的条件)でもあり，管
理システム方式の改善(改編) ，ソビエト民主主義の発達，労働者の経営参加の拡大，と結び
ついている。
本章では，ブリガーダ方式の内容を，先述のブリガーダの特徴にあわせて，ブリガータ言青負，
ブリガーダの運営，集団的賃金の配分，の 3 つの側面から，まとめてみたい。現在では，すで
(14) TpY11oBoe npaBO 1 nOBblwelllle Ka可eCTBa TPY 11a, HaYKa, 1987, CTp. 108. 
(15) CM., E. Xpll!ueB, YKa3. CO可.， CTp. 54. 
(16) HaYlJHaH opraHII3aUIIH TpY11a B npOMb山J1eHHOCTII， CTp. 96. また Á. 且aJl611Hb ， B. He四Op， nonIlTIIKo-3KOHOMIIｭ
可eCKlle acneKTbl 6pllra且HOH opraHII3aUIIII TPY 11a, (<3KOHOMII嶋田lIe HayKII内 1980， N_06, CTp. 71 -72. 
(1の CM., I1. X. KllpTOBCKII訪日 11PY. ， COBep山eHCTBOBaHlle opraHII3allll TPY 11a, 3 I1HaTHe, 1986, CTp. 139. 
口δ司i
ソ連邦のブリガーダ方式
に述べたことく，特に「新しいタイプ」のブリガーダがブリガーダ請負をベースとして活動し
ている。ブリガーダの発達水準は多数の要因に規定されているが，ブリガーダ請負はブリガー
ダの社会経済的発達を特徴づける主要な指標の 1 つである。例えば，ソ連邦科学アカデミ一社
表 2 ー 1
I 1 つの指図書で仕事をする
多面的に受けもつ(仇JIY)KI1BaHl1l1e) 
兼職
E 上述の I のすべての要素
最終結果を志向する計画計算単位の導入
KTYを利用した賃金配分
ブリガーダ評議会やブリガーダ長評議会の
の存在
E 上述の I と E のすべての要素
ブリガーダ独立採算制の要素の存在
ブリガーダ品質・スタンプ
町 上述の 1-園のすべての要素
関連ブリガーダとの友好関係契約
V 上述の I-Nのすべての要素
技術労働者との友好関係契約
ブリガーダ請負にもとづく仕事
(出典) COBep凹eHCTpOBaHl1e n~aHl1pOBaH聞 COUl1aObHOro pa3BI1TOrO 
叩0113BOλCTBeHMbIX KO~~eKTMBOB， CTp.54-55. 
会経済問題研究所とレニングラード金融経済大学の研究によって，表 2-1 のような(ブリガ
ーダの発達水準を特徴づける)ブリガーダ労働組織の諸要素が公表されている。乙の表は，第
l レベルのクゃループが「形式的な」ブリガーダであること，第 5 レベルのグループが「最も発
達した」ブリガーダである乙と，を示している。
ブリガーダ
班請負は元々 1970年l乙建設業で社会主義労働英雄エヌ・ズローピン (H. 3JI06HH) のイニシアティブで
(1回
生まれその後その他の部門にも普及したものであり，ズローピン方式として有名であった。そしてこの
(18) CM., COUHaJIH3M H Tpy且，口 OJIHTH3且aT， 1985, CTP. 19. 
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ブサがーダ
(それなりの歴史と実践を示してきた)班請負が，ブリガーダ形態によってヨリ一層の発達の途を切り聞
かれたのである。
導入の前提と必要条件
計画市さ山業量| I~フリガーダと管理部の)双| 企業内計画化の改善 •| 
遂行期間の短縮 務契約の締結。乙れは，ホズ
ラスチヨット活動の改善，作 I I 計醐の遂行への刊の
労働生産性の向上と単位| |業を適時に一定の質のもとで 部明き手の関川上
生産物当りの労働支出の 遂行する乙とへのブリガーダ
の物質的関心と，すべての指 ブリガーダによる生産物産
労働手段利時と産出生| |標の点で生産課題仇やか 出とそれへの必要な原材料
産物原価を引き下げる ζ と に遂行するための諸条件をブ の納入をグラフ化する乙と
リガーダに保障する管理部の
生産物の質の向上と生産|
リズムの向上
|義務(その物的責任) ，を前提 I I ノルマや労働・原料・エ
とする。 ネルギ、一・その他の物的
支出ノルマチーフの決定
物的資源および労働資源|門き一指図書と最終結果にもと|の節約 く支払 I ブリガーダにまかせた作
業の価値を計算する乙と
ブリガーダにおける完全ホズ
ラスチヨットの存在
図2. 1. ブリガーダ請負の目的，特質，導入の前提と必要条件
(出典) A. K. ry llCKOB H 且py.， EllHHbIH HapHll H 
X03冗HCTBeHHbI前 paClJeT， TexHHKa, 1985, CTp. 14. 
ブリガーダ請負はブリガーダ・レベルの独立採算制形態で、ある。だが，ブリガーダ請負は，ブ
リガーダ集団が，管理部と，原則として 1 カ年に 1 度，双務契約(後述)を締結する，正いう
点で，普通の独立採算制と，相違してし110 ブリガーダ請負は確かにブリガーダ独立採算制の
一種ではあるが，両者の概念は必ずしも同一ではなく，ホズラスチヨット原則にもとづく集団
的労働の最も発達した効果的形態がブリガーダ請負なのであイ!
グドスコフ達の整理l乙従 2h，ブリガーダ独立採算制の最高の段階がブリガーダ請負であり，
(19) H. ITawYTa, r. KYJIHKOB, KOJIJIeKTHBHble ゆOpMbl opraHH3aUHH TpY.lla, ITOJIHTH3.laT yKpaHHbl, 1983, CTp. 70. 
側 <<COU. TPYが， 1984, .M 6, CTp. 18. 
(21) A. K. 了Y.llCKOB H 且PY. ， YKa3. CO可.， CTp. 13 
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その導入の目的は，高水準の最終活動結果の達成をめざして作業活動の効率を高め労働者のイ
ニシアティブを発達させる乙とである。また，ブリガーダ請負の主要な特徴は，ブリガーダ集
団と管理部が仕事の最終結果に責任をもつこと(そのことをお互に契約すること)にある。す
なわち，職場の管理部はブリガーダが高生産的に仕事をするための諸条件を具体的に保障し，
ブリガーダは，計画指標の遂行，様々な資源の節約，高い規律や労働文化の保障，に関して義
務を負う。請負集団には，契約に応じて，一定の品質の仕事を一定の規模で遂行する乙とが委
託されるのだ。そして請負ブリガーダには，契約で定められた仕事量を所定の期間内で遂行し
た場合に，実際 I乙何人で遂行したかに関わりなし当該賃金が保障されてし12 。ブリガーダ請
負の概要は 2-1 図のようにまとめられよう。
2. 2 ブリガーダの編成と運営
ブリガーダ形態導入の目的は従業員(働き手)のなかに生産の主人公としての態度を確立し
(それを基礎として)労働生産性を向上させることで、み，と明確に規定されているが，ブリ
ガーダはどのようにして運営(管理)されているのか?ブリガーダにはそれ固有の管理機関が
存在している。指導者(ブリガーダ長) ，ブリガーダ評議会，ブリガーダ総会，ブリガーダ長
評議会，がそれであり，乙のためにブリガーダは「自主管理」として評価されている。
ブリガーダの規模は(そのメンバーが 5 人から 150人までと)様々であるが，例えば，機械
製作企業では， 20~30名のメンバーのブリガーダが最も効率的である，といわれている。乙の
ブリガータ冷指導する人物がラ;会二よ長で、ある。「ブリガータG標準延長」によれば，ブリガ
ーダ長は，労働者あるいは技術労働者のなかから，ブリガーダ集団の同意のもとに職長あるい
はその他の直接の指導者の推薦に応じて，企業の指導者あるいは職場やその他の生産単位など
聞 このように集団的労働形態の重要な発達方向がブリガーダ独立採質制であるが， 1984年 6 月の資料では，ソ
連邦工業でブリガーダに連合した労働者の12.7%が独立採算制原則にもとづいて働いているにすぎない。 (CM. ，
<<Cou. TPY.ll>), 1984, M 6 , CTp. 18.) またダルピニ(A.6. 且aJI6HHb) も， 1982年だが，ブリガーダ請負が工業企業
において比較的小規模に普及しているにすぎず，その導入が形式的なものにとどまっている乙とを指摘してい
る。 (A. 且aJI611Hb ， KOJIJIeKTIIBHbIH TPY且 B CIlCTeMe npOll3BO且CTBeHHbIX OTHoweHIIH COUllaJIII3Ma, 311HaTHe, 1982, CTp. 
141. )トロシン(A. TpOWIIH) は，ブリガーダ請負の普及を妨げている基本的は原因として，資金とノルマの不
一致，生産計画と資料供給計画の不一致，設備が間にあわない乙となどを指摘している。 (CM. ， A. Tpo山IIH ，
6pllra.la 1 MexaHII3M X0351I1CTBOBaHII5I, COBeTCKa51 POCCII5I, 1981 , CTp. 127 ~128.) 
間;) r ブリガーダ労働組織形態導入の主要な目的は，個々の勤労者が真に主人公としての態度と(それを基礎と
した)労働生産性および生産効率の本質的向上の可能性を実現するための経済的条件をつくりだすこと，であ
る叫 (YI. K IIpTOBCKIIH 11 且Py. ， COBepweHcTBoBaHHe opraHH3aUHH TPY.lla, CTp. 139.) 
(24) CM.，口 O.llJIHHHbI詰 X0351HH npOH3BO.llCTBa, n poφH3.llaT， 1982 , CTp. 113.) 
回.) B. MaKeeB, COBepweHcTBoBaHHe opraHH3aUUH, HOpMHpOBaHH5I H CTHMYJIHpOBaHII5I TPÝ且a，口POq，H3且aT， 1983,cTp. 31. 
側 これは1984年 3 月 30 日付で決定された「生産ブリガーダ，ブリガーダ評議会，ブリガーダ長，ブリガーダ長
評議会， 1r.関する標準規程」である。本隔では， 6IOJIJIeTeHb rOCKOMTPY.la CCCP, 1984, M 7 を利用した。
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の構造小部門の指導者の命令(指図)によって，任命される。組織能力を有しブリガーダ・メ
ンバーのなかで権威がある先進的な熟練労働者が，一般的には，ブリガーダ長になっている。
ブリガーダを指導するブリガーダ長には一定の権限と義務が与えられている〔詳しくは (5一
則店TeHb rOCKOMTpy.aa CCCP, .M 7, 1984. 1[.掲載されている) u"標準規定』を参照の乙と〕が，
ブリガーダ長はそれらの義務を(労働者としての基本的な仕事から解放される乙となく)果た
している。ブリガーダ長は一定の時間をまさに先進的労働者として働き，残りの時聞を組織者
としての職能の遂行にあてていよもで、あり，こ乙にブリガーダ万式の 1 つの特徴を見出す乙と
ができる。彼は労働機能と管理職能を同時に遂行しなければならないのだ。オルロフ (A.Op­
λOB) の言葉を借りれば，ここに「自主管理ブリガーダ集団の指導者の民主主義的特質が特殊的
ω) 
にあらわれている叫
ブリガーダ労働組織のもとでは，職長を廃止し，その職能をブリガーダ長lζ譲り渡すべきだ，との意見
目。)もあるようであるが，現実にはし、まだ職長が存在している。乙のブリガーダ長と職長の関係はどうなって
いるのであろうか/
職長がブリガーダの構成員である場合には職長にブリガーダの指導か委ねられるケースもある。しかし通常
職長とブリガーダ長は分離され，しかも生産I乙諸々の変更をもたらす「絶対的権利」が管理部に残り(そ
の管理部を代表する)職長の役割は完全に維持されている。ただし，職長の活動の内容は変化してきてい
る。彼は，労働者への些細な配慮や分業・協業上のトラフルの解決，多数の計算資料の作成から解放され，
技術的な職能への傾斜を強めている。シクルコー(c.凹KYPKO) の整理によれば，技術活動や生産過程の
管理が職長の主要な任務であり，ブリヵーーダ長i乙は，労働の組織化や評価そして奨励，が主としてまかさ
れている。
ブリガーダ長は労働者であると同時に指導者でもある。だがブリガーダ長は，職場長あるい
は職長と異なり，なんら経営上の権利も有していない。いわばブリガーダ長の指導活動は信望
聞大規模な (130~150人)ブリガーダではブリガーダ長とともに班長(羽田日Bble) が任命される乙ともある。
(CM.，凡 KYHe.JIbCKI1H ， 3apa60THaH n.JIaTa 1 CTI1MY.JIl1pOBaHl1e TPY lla, 3KOHOMI1Ka, 1981 , CTp. 191.) 
側 ある資料I乙よれば，ブリガーダ長は自分の労働時間の60%を労働者としての活動にあて，約40%を組織者と
して活動している。 (CM・， (<Cou. TPY1l>>, 1984, .M 2, CTp. 40.) 
四)日01l.JII1HHbIH X03HI1H np0I13BOllCTBa, CTp. 114. また，ダルヒーニもブリガーダ長の立場の特殊性を指摘している。
(A. 且剖611Hb， YKa3. CO'l., CTp. 152.) シクルコーは，ブリガーダ長が任命され労働者としての職能から完全に解
放されると，彼は労働者の上位にたち，経営側l乙転化する。と述べる。 (C. 凹KYPKO ， HOBble ゆOpMbl 6pl1rallHOH 
OpraHI13aUl11 1 CTI1MY.JIl1pOBaI1H TPYlla， αBonpocbl 3KOHOMI1KI1)), 1980, .M 10, CTp. 36. ) 
(30) CM., r. CKYPI1H, H. BO.JIKoBa, OP0l13BOlll1T印bHOCTb TPY lla, CTI1MY品1， OTBeTCTBeHHOCTb, 3KOHOMI1Ka, 1984, CTp. 
35. 
(31) í職長がブリガ、ーダの構成員である場合には，彼lζブワガーダの指導がまかせられる叫 (HaY'IHaH OpraHI13a • 
UI1H TPY la B npOMbllll.JIeHHOCTI1, CTp. 101.) 
(32) C. 凹KYPKO， YKa3. CO'l., CTp. 35. 
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厚い労働者の補完的機能となっているわけである。従って，ブリガーダ長は，先述の幅広い範
囲の義務を，基本的には，「説得と個人的に実例を示すこと」によって，遂行しているのだ。
社会学者アンチリェフ (A. r. A町I1JJbeB) は乙れを「一定の矛盾」と呼んでい弐彼によれば，ブリ
ガーダ長のものと「みなされる」多くの職能を事実上職長が遂行しているのは，決して，偶然
ではないのである。
一定規模のブリガーダにはブリガーダ評議会が設置され，ブリガーダ長はこの評議会との密
接な相互作用のもとで活動をお乙な J3九し、る。ブリガーダ評議会は，ブリガーダ総会(後述)
において，公開投票にて選出され，乙れが総会開会中の指導機関として機能すよ!評議員の任
期は 1 年である。労組オルグも構成員となり，職長もその活動に参加するが，ブリガーダ長が，
原則として，ブリガーダ評議会を指導する。ブリガーダ評議会は，民主的原則にもとづいて管
理部と労組委員会の指導のもとに，活動をお乙なう。
ブリガーダ評議会の基本的機能は，『標準規定』によれば，つぎの通りである。
1.ブリガーダ生産計画案の検討，呼応計画案とその実現措置の準備，
2. 生産効率や労働の質の向上，労働条件の改善，などに関して提案をおこない，それを管理
部の検討にのぼらせること，
3. 科学的労働組織に関わる提案，
4. 労働規律の強化，労働時間・設備・原材料などの利用改善，に関する体系的活動をお乙な
うこと，労働規律違反事例の検討および違反者の処置に関する提案
5. ブリガーダ内の技能資格の向上と作業経験の交換，技能資格向上システムで教育をうけら
れる補候者を推挙する乙と。
6. ブリガーダ・メンバーのKTY決定についてのブリガーダ長の提案を，現行の適用手続規
定に従って，検討し承認すること。
そしてブリガーダ評議会の基本的権限としてつぎのことが認められている。
1.ブリガーダの補充，作業の計画と組織，労働の支払と刺戟化，メンバーの技能資格の向上，
教育，規律違反者への処置，の諸問題の解決に，参加すること。
2. ブリガーダ長の任命について管理部に同意を与えること
3. ブリガーダ作業域の考課と合理化に参加すること。
また定められたノルマチーフおよび資金の範囲内で，プレミアム額の決定，技能等級変更の提
案，社会主義競争の勝利者の決定，など11項目にわたって，然るべき権限が認められている。
(乙れらの権限のいくつかの検討は第 3 節におこなうが，権限そのものの公式的な詳細は，
。3) (< C Ol.(l10JIOrll'leCKlle IICCJIe，llOBaHIIH川 1985 ， M 3, CTp. 84. 
(34) 一般に10人以上のブリガーダでは，ブリガーダ長を議長として，ブリガーダ評議会が選出されている。
(35) B. M aKeeB, Y Ka3. CO可.， CTp. 58. 
一 23 -
宮坂純一
510JIJIeTeHb rOCKOMTpy.n:a CCCP, M 7, 1984 K転載されている『標準規定Jj，を参照の乙とJ
大多数のブリガーダでは，少なくとも 1 ヵ月に 1 回，ブリガーダ総会が召集される。ブリガ
ーダ総会は，評議会で合意が得られなかった問題に関して，最終決定をおこなう。決定は多数
決にてお乙なわれる。また，ブリガーダ総会において，評議会が自己の権限に属する問題とし
て最終決定を下す乙とができる問題と，総会の承認を必要とする問題が，決められている。か
くして，乙れが「ブリガーダ自主管理システムの最高機関」であり，「経営参加の最も大衆的
形態として」その役割が高まってきている。
ブリガーダの活動効率の向上およびブリガーダ形態の発達や改善のための経験の交換をめざ
して，ラ j 会、二身長会議会が設置されている。乙れは職場長附属の審議機関で、dZ。職場のブ
リガーダ長評議会のメンバーは(勧告によれば) 3 ~ 7 人であり職長の代表者や創造的友好関
係ク。ループの指導者などもそれを構成する。任期は普通 2 ヵ年である。そ乙での決定は，職場
長の承認を得て，命令としての効力をもっ。
また企業レベルのブリガーダ評議会が設置されているケースもあま乙れは企業長と労組委員
会附属の審議機関でありそれらの指導のもとに活動している。職場(や部局)のブリガーダ長
のなかからブリガーダ長総会にて選出された代表が評議会のメンバーとなる。乙のような各種
のブリガーダ長評議会の創設によって経営指導者の信頼できる補佐役が誕生したのだ。
企業の
機能諸部
職場の部局や
技術労働者
(出典) A. Ky且CKOB H 却Y.， YK田. CO'l., CTp. 16. 
(36) CM., 00且JIHHHblll X03HHH npOH3自O且CTB8， crp. 117. 
(37) H. 081l1YT8, r. KYJIHKOB, YK83. CO可.， crp. 100. 
(38) COl-lHaJIH3M H rpy且.， 00JIHTH31l8T, 1985, CTp. 182. 
(39) CM., H. 081l1yT8, r. KYJIHKOB, YK83. CO'l., crp.l01. 
企業組合法によって
(40) OOJIHTHK(トヨKOHOMH可eCKHe BonpOCbl PYKOBO且CTB8 x03HllcTBoM， λry， 1986, crp. 171. 
- 24 -
ソ連邦のブリガーダ方式
かくして，ブリガーダ形態の導入によって，企業の組織構造は，単純化した形で表現すれば，
「企業一職場一職区一作業域」構造から「企業一職場一ブリガーダJ (あるいは「企業一職場
一職区一ブリカL ターJ) 構造へと転化したので、よら。ブリガーダ・システムの管理構造は，典
型的には，前頁のように表示さ点。
2. 3. 集団的賃金の分配
ブリガーダ形態がIE式には「労働組織と労働刺戟化のブリガーダ形態」と称せられている ζ
とからもわかるように，この形態のもとでは賃金の配分が重要であり，ブリガーダ形態の生命
力そしてその有効性は，多くの点で，集団的賃金が正しく配分されているか否かに依存してい
る。なぜならば，賃金の計算と配分の過程に個人的関心と集団的関心の結合が実践的に示され
るからである。そのような配分として，分業や協業の程度，労働条件や労働の内容，ブリガー
ダ・メンバー聞の相互関係の性格，メンバーの意識水準，技能資格，年令構成，労働態度，な
どによって，いくつかの「方式」が存在する。例えば，賃率等級・実労働時間万式，実労働時
間方式，実際作業方式，条件付等級・実労働時間方式，賃率等級・実労働時間・労働参加係数
(KTY) 方式，実労働時間・ KTY方式，条件付等級・実労働時間・ KTY万式，点数評価方式，
がそれである。ブリガーダがこれらの配分方式のいずれを採用するかは，ブリガーダ自身によ
って，メンバーのす以上の合意のもとで，スペシャリストの勧告を考慮に入れて，決定される
事柄である。従って，配分方式とは一定不変のものではなしそれぞれのブリガーダの具体的
条件のもとで，必要日応じて変更されていくものなのであり，これによって様々ないさかいや
不満が避けられる。
これらの配分方式はブリガーダの一定の活動条件のもとでのみ合目的的である。ただし，賃
率等級・実労働時間方式がいまだ支配的であるとはいえ， KTYを利用した方式が「肯定的品製」
性1) CM., B. MaKeeB, YKa3. CO可.， CTp. 59. 
仰 た t:， ブリガーダ総会とブリガーダ長評議会の関係が不明である。
(43) これ以外にも，集団賃金を集団メンバ一間に等分l乙 (nopOBHY) 配分する万式が考えられる。ただし乙のため
l乙は，ブリガーダのすべてのメンバーの労働の強度・複雑さ・そしてその労働がおこなわれる条件が等しいこ
とが必要であろう。だがこのようなメンバーをそろえてブリガ"ーダを編成することは事実上不可能であり，先
述の条件を欠いたなかで賃金を等分に配分することは労働に応じた分配の法則l乙反する。 (CM. ，A. KorYT, :3紳­
eKTI1凹OCTb npOMbl山』凹Horo np0I13BOllCTBa, HaYKa, 1983 , crp. 159~160. ) 
(4) H. nawYTa, r. Ky.nI1KOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. rたとえ乙の方式 (KTYを利用した分配方式の乙と一宮坂)
1 がいまだ‘支配的にはなっていない(約τのブリガーダで利用されている)とはし、ぇ，それはすべての企業にお
いである程度適用されている叫 (MaTepl1a.nbHoe CTI1M 刊I1pOB制限 KOHe可HblX pe3y.nbTaToB np0I13BOllCTBa, :3KoHOMI1Ka, 
1983, CTp. 104.) かつてはKTYを利用してブリガーダ・メンバー聞に賃金を配分することが果して合目的的
なのか?という問題をめぐって論争があったが，今日ではもう論じられていな L 、。 (CM. ， COBep山eHCTBOBaHl1e
OTHO山eHl1l1 pacnpene.neHI151, HaYKa, 1985, CTp. 162.) 
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として評価され広く普及しつつある。だが同時に， KTYを利用した賃金配分の統ーしたアプロ
ーチは，現在，存在していないようである。つまり，原則として，賃率額を越えた部分(例え
ば，副収入やプレミアム)をKTYを利用して配分すべきである，との勧告がだされている
なかで，現実には，集団的賃金全額がKTY を利用してメンバー聞に分配されたり，あるいは
プレミアム部分だけが分配されるなど，様々な実践が積み重ねられている。
ブリガーダ全体の賃金は，例えば， KTYを利用してつぎのように配分される。
〔基礎資料〕
1.統一指図書にもとづくブリガーダの出来高賃金， 1275.4ルーブル
2. 当座プレミアム額(出来高賃金の40%) 514.30ルーブ、ル
3. ボズラスチヨット活動の結果にもとづいくプレミアム 155.36ルーブル
〔計算〕
1.それぞれの等級の時間賃率と実労働時聞を乗じて，労働者の賃率賃金を決定する (3 X 
4 )。その値を 6 I乙記入。乙の合計額がブリガーダの賃率賃金である。
2. 統一指図書にもとづく出来高賃総額から賃率賃金を減ずることによって，ブリガーダの
出来高副収入を決定する。 1285.74--985.74==300
3. KTYI乙実労働時聞を掛けて，ブリガーダ労働者の時間係数をもとめ，それを 7 1乙記入
4. 出来高副収入を分配するために，単位時間係数の値をもとめる。 300~1752.095==0.1712
5. 上述の単位時間係数 (0.1712) をそれぞれの労働者の時間係数に掛けて労働者の出来高
収入をもとめ，それを 81乙記入する。
6. 当座プレミアムの配分のために単位時間係数を計算する。 514.30~1752.095==0.2935
7. 上述の単位時間係数 (0.2935) をそれぞれの労働者の時間係数に掛けて，個々の労働者
の当座プレミアム額をもとめ，それを 9 に記入する。
8. ホズラスチヨット活動の結果にもとづくプレミアム配分のために，単位時間係数を計算
する。 155.36~1752.095==0.08867
9. 上述の単位時間係数 (0.08867) をそれぞれの労働者の時間係数に掛けて，個々の労働
者のプレミアム額をもとめ， 10に記入する。
10. それぞれの労働者の賃金総額を計算 (6+ 8 + 9 + 10) し， 11 に記入する。
以上の事例から， KTY を利用した賃金配分方式のもとでは，労働者の賃金が，ブリガーダ全
体の労働結果に対するそれぞれの労働者の労働参加の程度によって，修正されている乙とがわ
かる。乙のようにKTYが利用されているのは， IKTYを正しく利用するならば，集団的な作業
形態の基本的欠陥(すなわち，乙の形態がブリガーダの個々のメンバーの出来高を計算すると
いう目的には必ずしも適切ではないために，個人的な労働生産性を刺戟することは困難である，
26 -
ソ連邦のブリガーダ方式
(賃金等級)・実労働時間・ KTY方式にもとづく集団的賃金の配分
プレミアム
氏 (時 実 参 7P 賃 時 ル出 ()レーブ、ル) 7P 賃
fLE 語 ( 働労 加 l 率 間 レ当 アッスホ l 金ムト フ総)時間 時間 係 フ賃 係 ミ座 -フ名 数 ル金 数 プス ル額ア レチ
ムプ ミヨ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
1 アンチポフ 53.9 177 1. 035 95.40 183.195 31.36 53.77 16.25 196.78 
2 アン卜ノフ 53.9 177 O. 714 95.40 126.378 21.64 37.10 11.21 165.35 
3 ノ〈ラノフ 59.6 177 1. 03 105.49 182.31 31.21 53.51 16.17 206.38 
4 ヴオロビエフ 59.6 177 1. 452 105.49 257.00 44.00 75.43 22.79 247.71 
5 ヴオロニン 53.9 169 0.74 91.09 125.06 21.41 36.74 11.09 160.33 
6 グリゴリエフ 53.9 169 1. 21 91.09 204.49 35.01 60.02 18.13 204.25 
7 グリシン 59.6 177 1. 07 105.49 189.39 32.43 55.59 16.79 210.30 
8 ドンツオフ 59.6 177 0.94 105.49 166.38 28.49 48.83 14.75 197.56 
9 イワノフ 53.9 177 0.93 95.40 164.61 28.19 48.32 14.59 186.51 
10 ペトロフ 53.9 177 0.886 95.40 153.282 26.25 44.49 13.59 180.23 
1574 10.0 985.74 1752.095 300.00 514.30 155.36 1955.40 
(出典) A. K. ry llCKBB H 且py.， EllHHbIH HapHll H X03HHcTBeHHbIH paClJeT, TexHiKa, 
1987, CTp. 74. 
ということ)が帳消しになる」との理解，が存在しているためである。すなわち， KTYは個々
の労働者の生産性や労働の質を正確に規定する(集団的結果への具体的貢献を把掘する)こ
とを可能とし，それによって個人的な物質的関心も強化するのである。
KTYは(賃率等級とは直接関係のない)独立指標である。従って， KTY を正しく計算するこ
とが極めて重要なこととなる。現在では( l、ままでの経験をふまえて公式化された)つぎのよ
うな íKTy決定および適用原則」のもとでKTYが計算されている。①自発的に導入すること，
②基礎KTYを計算すること，③係数の大きさに影響を与える諸要因を明確にすること，④K
TY を考慮する範囲と周期性， KTYを個々人および第一次集団に適用するための方法，を定め
ること，⑤ KTYを公開すること，がそれである。
(1980年 9 月からブリガーダ形態が導入された)クリフ記念鉱山をはじめとする多数のブリ
ガ、ーダでは， KTYが以下のような公式で決定されている。
(45) H. na山yTa， r. Ky.nHKOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. 
(46) C M., C OBeplll eHCTBOBaHHe OTHO山四Hìí pacnpe且e.neHH5I， CTp. 161 ~ 162. 
(4わ CM. ， H. nawyTa, r. Ky.nHKOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. 
(48) CM., TaM )l{ e, CTp. 144. 
門
i
ワ』
KTY=l+L'Kn-L'Kc 
1 ……基礎KTY
Kn・..… KTY引き上げ要因
Kc ・ h ・ ..KTY引き下げ要因
n………ヲ|き上げ要因の数
c ……百|き下げ要因の数
宮坂純一
基礎KTY とは過去 3~6 ヵ年の月平均賃金をベースとしてそれぞれのメンバーに設定されたも
のである。乙れによっていままでと同じように働けば，ブリガーダに参加する以前の賃金が保
障される乙とになり，ブリガーダ編成に際しての「心理的ノ\一ドル」の克服に役立つている。
そして， KTYは，それぞれのメンバーの実際の生産上の貢献にもとづいて，修正される。これ
がKTY引き上げ(ヲ|き下げ)要因である。例えば， KTY を引きあげる要因として，生産課題の
期限前遂行，誠実な労働態度や同僚への系統的な助力が考えられ，ヲ|き下げる要因として，ノ
ルマの未達成，規律違反，不合格品生産，などがあげられている。それぞれの要因ごとに数値
があらかじめ設定され，その合計が実際のKTYとして適用される。表 2-2 はキロフ鉱山の事
例である。かくして， KTYは，毎日それぞれのメンバーの労働貢献が評価され，その 1 ヵ月の
平均によって，決定される。このKTYの値は O から 2 までの範国で移動するが，現実には，
O.7~1.5の範囲におさまっている。
表 2 -2 KTY引上げ・引下げ要因
KTY引上げ要因 KTY KTY引下げ要因 KTY ヨ|上げ値 引下げ値
1.兼職 O.1~O.3 1.ブリガーダ長の指令の o .1~O.5 
無視
2. (優秀な修理に示される) O.1~O.2 2. まずい修理，安全技術 O.1~O.2 
高い技量 原則違反
3. 誠実な労働態度，イニ O.1~O.2 3. 不誠実な労働態度，イ O.1~O.2 
シアティブ，同僚への ニシアティブの欠如，
援助，労働時間の効果 労働時間の非効果的利
的利用 用
削)凡 KYHeJlbCKI1H ， 3apa6oTHall nJlaTa 1 CTI1My J1l1pOaHl1e Tpy Jla, 3KOHOMI1Ka, 1981, CTp. 196. ただし，乙の基礎 KTY
の計算にもいくつかの万式があり，その改善をめざして経験が積み重ねられている。 (CM. ， <,Cou. TPYJl川 1986 ，
M 6, CTp. 63.) 
(50) H. nallfTa, r. KYJlI1KOB, YKa3. COlJ., CTp. 138. 
(51) CM., <<Cou・ TPYJl>)， 1981, M 7, CTp. 52. 
(52) CM., A. ry JlOCKOB 11 且PY. ， YKa3. CO可.，CTp. 72. 
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3 .ブリガーダ方式の意義
3. 1.土壌としての集団主義
(1986年? )現在ブリガータ守は実験の段階を越治こといわれている。(この乙とが事実であ
るかはまた別の問題であるとしても)このような急速な普及を可能にしたものは何なのであろ
うか?単に「上からの」キャンペーンという圧力」だけではなしそのようなキャンペーンを
うけし 1れる「土壌」が存在していたのではないか。集団主議(KO川町THBH3M)がそれである。
この集団主義はブルジョア個人主義に根本的l乙対立する。
マルクスやエンゲルスも資本主義生産様式の社会的生活が一定の形態の集団主義を生み出すこ
とを否定していなかった。なぜならば，「労働過程の協働的性格がこ乙でも労働手段の性格それ自体l乙
指図された技術的必然性となる」からである。また，「労働の発達は必然的l乙社会の諸成員をお互に一尽
緊密に結びつけることに寄与した。労働の発達によって，相互の援助，共同でおこなう協同の機会はヨリ
旧日
頻繁となり，乙の協働の効用が各々の社会成員l乙はっきりと自覚されるようになった」のである。
しかしながら，資本主義生産様式のもとでは，労働活動領域の集団主義は「偽りのもの」であり「幻想」
である。なぜならば，個々の生産の枠内における労働者の連合は強制的なものであり，経済的強制形態
(571 
(資本主義的搾取システム)にもとづいているからである。搾取社会では，集団主義は労働関係の領域で
はなく，労働者階級の政治活動(特に，ブ、ルジョアジーに対する団結と革命闘争)において，現実には，
発生するのだ。乙れがいわゆるプロレタリアート集団主義である。そして乙のような集団主義が社会主義
革命を経て社会主義集団主義へと転化し，なによりもまず本来の労働にあらわれるのである。
社会主義のもとでは，集団主義が普通心理学的に「共産主義道徳原則」の意味で解されてい
る。例えば，つぎのような見解はその例である。
〔ソヒ、、エト百科事典の見解〕
集団主義とは，人々の協力，連帯，相互援助の関係を表現している共産主義道徳原則であり，
個人主義に対立するものである。
(53) Ci.1 Tpy 1I.OBOe npaBO 1 nOBbI四Hlle 岡町CTBa TpY1l.a, CTp. 108. 乙のような評価は最初に述べた (15ページ)ょう
にブリガーダ l乙連合した労働者が70% を越えたためであろう。例えば，個人的形態からブリガーター形態への
移行は 3 段階を経る。 20~30%の労働者がブリガーダに参加している(すなわち，いまだ個人的労働組織が
支配的な)時期が初期段階であり，過渡段階にはその数字が40~60% となる。 70~80%の労働者がブリガー
ダの一員として働くようになると完了段階にはいる， (CM. ， (<COL¥. Tpy1l.川 1981 ， M 7, CTp. 99.) といわれている
(54) r集団主義 乙れはブルジョア的個人主義に根本的に対立する。(COL\lIaJIIICT附eCKllìí o6p由来日3HII ， DOJIIITII司
311.aT, 1986, CTp. 122.) 
(5) マル・エン全集(露版)， 23巻， 397ページ。
(56) マル・エン全集(露版)， 20巻， 489ページ。
(5わ CM. ， COBep山eHCTBOBaHlle nJIaHllpOBaHIIH COL¥lIaJIbHoro pa3BIITIIH npOll3B01l.CTBeHHbIX KOJIJIeKTIIBOB, cTp.40. 
(58) ζ れについては，宵坂純一「現代ソ連の労働者と企業管理J ， (開発論集(北海学園大学)}， N~31 ， 184~185 
ページ参照。
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〔プラトノフの見絹
集団主義とは，社会を発達させるという目的をもった人間の連帯性である。このような社会
的連帯性はなによりもまず労働にあらわれる。そして，乙の構造にはつぎのものがはいる:労
働積極性と社会的積極性，責任と尊敬の感情，同志的相互援助，集団と社会全体のために自分
自身及び他の人々にも厳しくすること。
〔マカーレンヨの見解〕
マカーレンコによれば，集団主義とは社会と個人を結合する基本原理であり，個人の目的や
利害は社会のそれと原則的に一致するという考え万である。そして，このような個人と社会の
統ーを示す道徳的原理が「自覚的規律」なのである。乙の自覚的規律の内容は，
①規律は集団が自己の目的をよりよく，よりすみやかに達成するために集団にとって不可欠
なものである。
②規律はひとりひとりの人聞が発達していくために必要であり，自分のなかに障害を克服す
る能力，困難な仕事を，また実生活が偉業を呼びかけるなら，偉業をなしとげる能力，を育成
していくために必要である。
③それぞれの集団のなかでは，規律は集団の個々の成員の利益より高くかかげられなければ
ならない。
④規律は集団と集団の個々の成員とも等しくする。
⑤規律は自由である。規律は個人をよりよく保護された自由な状態におき，自分の権利に対
し，まさに個々人にとっての進路と可能性とに対する，完全な確信をっくりだしてし 1 く。
⑥規律は人間が自分l乙心地よい乙とをしている時にではなく，なにかより困難な，予期して
いなかった，大きな緊張を要求する乙とをしている時に現われる。
マカーレンコによれば，自己と集団と結びつけ，集団のなかに生き，その規律に自覚的l乙従うこ
とを通して個人の能力を全面的に発達させる乙とができる人間カ主新しい社会のにない手である。
彼は，人間の自由と幸福の基礎を集団における自覚的規律のなかに見出したのであり，乙の点
において，個人と集団，個人と組織を対立的にみる西欧の近代個人主義とも，またファシズム
の非合理的全体主義とも決定的に挟をわかっているのである。
乙のような道徳原理としての「集団主義」を社会主義の生産関係のなかで把握し直すとつぎ
のようになる。まず社会主義生産の基礎として集団性を考える乙とができる。例えば，スラ
スチョネンコ (8. C凋CTeHeHKO) によれば，「社会主義の基本的な生産関係およびそれから派生
したすべての生産諸関係は集団性の関係を通してその本質をあかるみにだすことになる。社会
(59) K. 日J1aTOHOB， r. rOJly6eB, nCI1XOJlOrH5I, BblClllaH山KOJla ， 1977, CTp. 46. 
側 マカーレンコ (A. MaKapeHKo) については，『世界教育史大系16 ロシア・ソヒョヱト教育史 II ~ ，講談社を参
照されたい。
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主義の生産諸関係システムにおいては，集団性の関係が歴史的にも論理的にもほかのすべての
諸関係に先行し，それらの前提であり，基盤ともなるものであり，それを土台として社会主義
の基本的な生産関係およびすべての具体的な，その，実事罰彰態時佐し，社会主義生産様式の
隷属された相互に条件づけられた諸関係の均整のとれたシステムを形成するので、あ掘しそし
て，乙の集団性の関係は，市場における私的所有主の個人主義，すなわち，競争(k)の関係，し
たがって資本による労働の搾取の関係に対立するものである。つまり， {集団性〉とは， {集団〉
と同類だが，ヨリ幅広い概念であり，集団の一定の特色を有する人々の歴史的に成立した共同
体 (06山HOCTも)，総体の過程をあらわすものである。〈集団主義〉とは，生産手段の社会的所有
と社会主義生産の共通の目的を基礎として形成された同志的協力と相互扶助の諸関係としての
社会的関係の形態をあらわすものであり，乙の意味で，生産における〈集団主義〉とは社会主
義生産の〈集団性〉のあらわれであり結果である。前述の道徳的な内容との関連でいえば，共
産主義道徳原則としての〈集団主義〉とは，社会的諸関係の形態としての〈集団主義〉が人々
の意識や行動に反映したものと考えるべきであろ男〈集団主義〉とは，社会主義生産の基礎
としての〈集団性〉が社会主義企業の協業の過程，共同労働の過程において具体化されたもの
であり，共同労働に関する諸関係である。
このような社会主義集団主義の具体的な発現形態がブリガーダ方式であり，ブリガーダ方式
への急速な移行は社会主義集団主義のヨリ一層の深化と発達を反映しているのである。ソ連邦
でもその基本的な生産関係が〈集団性〉の関係に規定されてるとはいえ， (集団性の具体化でも
ある)集団主義がそのはじめから確立してきたわけで、はなかった。
すでに述べたように， (労働が国民経済レベルで、も個々の企業でも直接に社会的な性格をも
っ)社会主義労働組織も，技術・組織上の制約(すなわち，個人的労働組織形態をとらざるを
えなかった乙と) もあって，若干の働き手のなかに，有利な仕事の選択，特に有利な労働条件
を自分だけにっくりだすこと，への志向，を生みだし，社会主義本来の集団主義の関係が必ず
(61) CM., Ko.nJleKTIIBHoCTb一一OCHOBa COL(. npOIl3BOllCTBa, MbICJlb, 1968, CTp. 48. 
(62) 1. KY3bMIIHOB, O'-lepKII nOJl IITII可eCKOH 3KOHOMIIKII COL(lIaJlIl3Ma, MbICJlb, 1970, CTp. 171. 
(63) CM., KOJlJleKTIIBHOCTb一一祝日OBa COL(. npOll3BOllCT回， CTp. 288. また，ア・コヴァリヨフ (A. KOBaJleB) は集団主
義を人聞の相互関係の新しいタイプであり社会主義社会の人間の新しい特質をしてとらえ，乙のような特質を
有する人聞を〈コレクチピスト}(KOJlJleKTIIBllcT) と名付けている。彼l乙従って， (コレクチビスト〉の特徴を列
挙すると次のようになる。〈コレクチピス卜〉とは，集団において集団のために生活する乙とができる人間，
すなわち，自分の活動や行動において自己の集団の利益，社会全体の利益の命ずると乙ろに従うことができる
人間である。〈コレクチビス卜〉とは，集団において労働の喜ぴを味わい，強制的ではなしP:((<He 3a CTpax ,>> 
a 3a cOBeCTB) 規律正しく，ほかの人々と協力でき，必要性を認めたらすぐに助力を与えることができる人間で
ある。したがって， (コレクチピスト〉はヒューマニス卜である。〈コレクチビスト) }は，集団計画の遂行
を保障し名誉を維持するためにできる限りのことをしようとする人間である。そして， (コレクチピス卜〉が
個人的な興味や熱中，個人的趣味および個性(IIHllllBHllyaJlbHocTも)を特徴づける多くのものを失っていないことは，
当然なこととされている。 (A. KOBa.neB, KOJl.neKTHB 1 COL(lIa品HO・nCIIXOJlor附eCKlle np06J1eMbl pyKoBOllCTBa, nOJlI-
T1131laT, 1978, CTp. 52-50.) 
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しも充分に発達してこなかった。だが，このような〔集団においてある働き手が特別な状態を
獲得する乙と，労働支払の個人的性格， (全体の利害を犠牲にした)私的な物質的関心，によ
って生みだされる〕個人主義の要素が，多くの点で，新しいブリガーダ形態によって止揚され
ているのだ。そこでは，全体および個々人の賃金が全体としての労働努力水準に依存する。有
利な仕事と不利な仕事がなくなり，誰も特別な労働条件をもとめなくなる。なぜならば，ブリ
ガーダ全体がそれぞれのメンバーの技量の向上や兼職の実現に関心をもら，それによってお互
が助けあう乙とになるからである。かくして，ブリガーダのもとでは，同志的協力の関係が社
会主義的労働関係として，完全に，実現されている。すなわち，「個人主義」が克服され「集
団主義」が確立してきている。乙れは単l乙「科学技術進歩が労働の集団的性格を必要とする」
という組織技術的条件に起因するだけではなく，社会主義的生産関係それ自体に由来している
のだ。アー・オルロフの理解に従えば，ブリガーダ万式は，そ乙 l乙社会主義集団主義の優越性
が完全にあらわれるために，成功したのである。いわば(集団性が本質的契機として内在して
いる)生産関係のもとで(集団主義を組織原理として)労働が組織されたのだ。換言すれば，
個々の労働集団において社会主義生産諸関係の可能性と優越性を最も利用したあるいは社会主
義生産諸関係(特に，同志的協力と相互援助，集団主義)に最も合致した労働組織形態がブリ
ガーダなのである。そして同時に，ブリガーダ形態の導入過程は第一次レベルにおける社会主
義生産諸関係の本質的改善(すなわち，集団主義の発達，諸々の利害の一致の強化)を意味し
ている。しかしながら，このような客観的な優越性(例えば，集団主義を通して，個人の利害
フリガーゲ
と集団の利害の一致が可能となる乙と)が労働集団において必ずしも自動的に実現されるわけ
ではない。社会主義集団主義が名実ともに確立するか否かはブリガーダがどのようにして運営
(管理)されるかにかかっているのである。自主管理の問題である。
3. 2. 自主管理としてのブリガーダ
ソ連邦の文献を検討していくと，自主管理は実質的にはブリガーダ万式の進展とともにはじ
まったとの辞恥乙出会うことがある。そこで本稿の「まとめ」として，いわゆる(我国で分類
されている)意思決定事項の 1 つである人事的事項に属するにすぎないが，ブリガーダ・メン
ノてーの決定，ブリガーダ長の決定， KTYの決定，について，いくつかの点を確認し，ブリガー
(制 「ブリガーダ労働組織のもとで個人的利害と集団的利害の統一は道徳倫理的宣言から社会経済的現象へと転
化している叫(COUHa~HCTH4eCKHH Tpy且OBOH Ko~~eKTHB. BalKHbIH <þaKT叩争OpMHpOBaHH5I HOBOro 4e~OBeKa， BHlua 山Ko~a，
1984, CTp.113.) 
(65) 口01lAHHHbIH X0351HH npOH3BOllCTBa, CTp. 111. 
側 「生産における自主管理の発生はなによりもまず集団労働ブリガーダの出現と結びついている。……生産自
主管理の進展はそ乙からはじまった叫 (φOpMbI H MeTOllbI COUHa~HCTH可eCKoro X0351HcTBOBaHH5I, 3KoHoMHKa, 1987, 
CTp. 84. ) 
- 32 -
ソ連邦のブリガーダ方式
ダ自主管理の「到達点」をあきらかにしておこう(その他の経営的事項あるいは生産的事項に
ついては別の機会に検討する)。
ブリガーダ方式の導入・普及・定着につれて採用(そして解雇，異動)のあり方にいままで
とは異なる展開がみられるようになってきた。労働契約は，周知のごとく，企業と個々の市民
の間で締結され，採用は管理部と働き手の同意のもとでおこなわれる。ただし，ブリガーダが
例外的な存在ではなく大衆的な現象になってくると，労働者のある企業への「入職」はただち
にその企業の特定のブリガーダのメンパーになる乙とを意味する。乙の段F晶、は，「ある具体
的なブリガーダのメンバーになることに労働者が同意する乙と」が「労働契約の 1 つの条件と
なってきた」のだ。従って，ブリガーダ組織のもとでもブリガーダは労働契約の当事者ではな
いが，労働契約の当事者は「ブリガーダを通して，ブリガーダの内部で、」お互に接触するよう
になったのである。この乙とは採用がブリガーダの承諸のもとでおこなわれることを示してい
る。
『標準規定』では，「ブリガーダに新しいメンバーをむかえる場合には……ブリガーダ集団
(評議会)の意見が考慮される叫 (2. 2) r ブリガーダ集団(評議会)は……新しい働き手の
ブリガーダへの採用，ブリガーダ・メンバーの解雇問題……を検討する……叫 (2. 9) ，と明
記されている。この「ブリガータ守の意見の考慮」は，「私は，ブリガーダが誰を解雇するか誰を
採用するかを決定しなければならない，と考える。このような民主主義が経営の必要条件ではな
いのか。あらゆる種の制約は・…・・新しいタイプのブリガーダの本質に対立する J，との主張が
現場のブリガーダ長からでできているなかで，実践的にどのように解釈され具体化されている
のか。
リフシーツ (P. JlI1BWI1U) によれば， 現実はほぼつぎのようになっている。管理部はある労
働者をブリガーダに入れる場合，彼を候補者としてブリガーダ集団(評議会)に推薦し，そ
れが認められた後に採用の命令を発する。もしブリガーダが然るべき理由でその候補者を拒否
した場合には，採用命令は発せられずそのブリガーダへの参加もお乙なわれない。管理部がブ
リガーダの異議を不当であるとみなした時には，管理部はその由をブリガーダに示し採用の同
意を取りつけなければならない。採用には，管理部とブリガーダ集団(評議会)の双方の同意
が必要なのである(共同決定 Bblpa60TKa o6mero MHeHI1H) 。かくして，働き手をブリガーダの一
員として採用する場合には，管理部，ブリガーダ，そして働き手，の同意が必要である。乙の
三者同意(TpOHHoe cor~acl1e) はブリガーダへの最初の補充(=採用)だけではなくその後の補充
にも機能している。
備わ CM., Tpy且080e npa80 H n08blweHHe Ka可eCT8a Tpy且a， CTp. 112. 
1.68) TaM )f{ e, CTp. 113 ~ 114. 
(69) TaM )f{ e, CTp. 112~115. 
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ブリガーダ長は，すでに述べたように，組織能力を有しブリガーダ・メンバーのなかで権威
をもっている先進的な熟練労働者のなかから，ブリガーダ集団の合意にもとづく職長の推薦に
応じて，企業の指導者あるいは職場(などの生産単位)の指導者の命令によって，任命される。
乙のようにブリガーダ長は管理部によって任命されるが，ただ単l乙「上からの」一万的な任命
でブリガーダ長が決定されるのではない。 1979年の「労働集団法」で明確に規定されたように，
乙の任命には同時にブリガーダ集団の同意が必要なのである。
ブリガーダ長の(任命)決定に関してブリガーダ集団が単に意見を述べるというだけでなく，
ブリガーダ集団の同意がなければブリガーダ長の任命は成立しないのであり，いわば「対等決
定」なのである。乙の(ブリガーダ長決定)メカニズムは， (任命という)いままでの行政的
手続と(任命ではなし、)選出手続が結合しているという点で，「ソビエ卜労働法における新し
い」出来事として評価されている。若干の先進的集団では，管理部は，ブリガーダの秘密投票
の結果を待って，命令の手続をとっており，事実上ブリガーダ長の選出制がお乙なわれている。
乙のような実践は現在の法規範を超えているが，それに対立するものではなしそれに先ずる
ものなのである。
労働参加係数 (KTY) の導入も，上からの一方的 (allM即日CTpaTHBHbIH MeTOll) ではなく，ブリ
ガーダの同意のもとで，おこなわれている。具体的には，誰がどのようにしてKTYを決定して
いるのであろうか。(多数の事例を分析した)ノf シュタ (H. naWYTa) の整理に従えば，ブリ
ガーダ長が，それぞれのメンバーの毎日の業績指標(資料)を基礎として，ブリガーダ評議会
にKTY設定提案をおこない，ブリガーダ評議会が，月末に，それぞれのメンバーのKTYを引
き上げるかヨ|き下げるかの決定をおこなっている。乙の「決定されたJ KTYは，ブリガーダ総
会において，ヨ|き上げあるいはヲ|き下げの原因を明確に示して，個々の労働者に伝えられ，全
間 ペルミ地方の18企業を対象とした1984年の調査によれば，労働者はブリガーダ長の資質としてつぎのものを
あげている。十分な組織能力 (57.0%) ，人々に対する配慮 (49.2%) ，礼儀正しく節度をわきまえている乙
と (48.5%) ，集団の規律を維持できる乙と (47.2%) ，技能が高い乙と (45.8%) ，道徳的にすぐれている
ζ と (36.4%) ，相当な経験を積んでいる乙と (26.5%) ， (CM・， (<CoUHo.nor附eCKHe HCC応且OBaHHHゅ， 1985, No3 
CTp. 85.) 
。1) r生産ブリガーダ集団は……ブリガーダ長の任命について，管理部に同意を与え，もし彼が集団の信頼を得
なかったならばブリガーダ長の職から彼を解任する乙とを管理部に要求する権利をもっ。J (第四条)
。2) リフシーツが「対等決定J (napHTeTHoe pew凹He) と規定している。 (CM. ， TPY1l0BOe 叩aBO H nOBblweHHe K剖・
eCTBa Tpy且a， CTp. 120.) 
。3) TaM )I(e. 
。4) TaM )I( e. また，シクルコー (C. 凹KYPKO) は， 1984年の論文にて，ブリガ、ーダ長は，上からの任命ではなく，
選出されるべきだ，と論じている。彼によれば，それはブリガーダの利益を保障する手段である。 (C. 凹KY­
pKO, HOBble ゆOpMbI 6pHrallHO? opraHH3aUHH H CTHMy.nHpOBaHHH TpYlla, (<BonpocbI 9KOHOMHKH>>, 1980, No 10, crp. 
35~36.) 
(75) CM., H. 口aWyTa， r. Ky.nI1KOB, YKa3. CO'l., CTp. 156~158. 
(76) ただし， KTYがブリガーダ長一人によってブリガーダ評議会の意見を考慮せずに決定されたり，賃金資料が
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体で検討するためにブリガーダ総会の議事録に記録され公開さ dE 。
乙のKTYの意義は，単にそれによって各々のメンバーの労働貢献や参加度が決定されるとい
(71) うだけでなく，それがメンバーのいわば「社会的評価」をおとなっている，という点にも存在す
る。すなわち， KTY計算は必ずしも「科学的にJ r客観的に」おこなわれているのではなく，
KTYは，その本質上，「経験的評価」なのであり，その計算に正確性をもとめることは元々無
理なので、説。例えば， KTY引き下げ要因((労働者に責任がある)オシャカの発生〕は何故 0.3
であるのか?乙.の聞に「科学的な回答」を期待する乙とはできない。それは，ブリガーダ自身
が決定することによって，「客観的」評価へと近づくにすぎないのであり，「集団」によって
決定されたという事実がその「値」を正当化しているのだ。ブリガーダにおける集団主義の確
立がKTYの「客観性」向上の途である。
乙のような簡単な検討からも，ブリガーダ自主管理の実現においてブリガーダ総会(評議会)
が大きな位置を占めていることがあらためて確認される。そ乙で，ブリガーダ総会(評議会)
の現状の一端をある調査研究資料を利用して把握することにしたい。ラ卜ピア共和国で，共和
国科学アカデミー経済研究所が開発した方式に依拠して，ブリガーダ方式で活動しているブリ
ガーダの考課が実施された。乙の考課の目的は，ブリガーダ機能化の生産的，経済的および社
会的条件，を特徴づける資料(すなわち，様々なタイプのブリガーダの活動の生産的結果，ブ
リガーダ長の役割，ブリガーダ評議会や総会の現状，ブリガーダ自主管理状況，を示す資料)
を収集する乙とであった。乙の結果の一部をソビエトの研究者の解釈に従って，紹介す♂
まず調査によって，ブリガーダの73.9%では以前と比べて生産指標が高まり， 20%では変化
せず，約 6%では低下したことが判明した。ブリガーダ方式のもとでは，ブリガーダの生産上
の重要な問題がブリガーダ総会やブリガーダ評議会で審議されなければならない。しかし，調
査によれば，総会が定期的に開催されているブリガーダは62.5% であり， 30%のブリガーダで
は不定期に総会がもたれ，残りは全く開催されていない。ブリガーダの諸問題を総会で定期的
「上から J (会計係から)おろされる，ブリガーダの事例，も報告されている。 (CM. ， αCou. TPY)l>), 1985, 
.M 5, CTp. 74. .) 
(77) KTY が幅広く受入れられている主要な理由として次の 3 点が指摘されている。 (1) それを利用するととによ
って，平等分配が避けられる乙と， (2) 集団的労働ないしは全体的結果への個々の労働者の参加の様々な側面を
量的に評価できる乙と， (3)KTYが，ブリガーダ評議会や総会によって定められているために，社会的評価を得
ていること。(にCM.，吋， MaT柁ep仰11伺低aJ品l
側 KTYを「吋ヨ|陪きあげる要因や引き下げる要因を決定する方式を改善しその評価を正確lに乙する乙とは可能であり
必要である。しかし，主要な乙とは評価の正確さではない，と思われる。誰が，遅刻に対して， 0.3あるいは
0.2ではなく， 0.2551 き下げるべきだ，と主張するのか/企業心あお、は同僚への援助に対してKTYを0.25 ，
0.3あるいは0 .4引きあげる，と述べる乙とは困難なのだ。集団そのものが乙れを決定できるのでありそうしな
ければならないのだω((<Cou. TPY)l>), 1985, .M5, cTP. 74.) 
何1) CM., 1. KI1PTOBCKI1H 1)lPY., YKa3. CO可.， CTp. 141-153. 
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に審議する乙とが「ブリガーダにおける自主管理拡大の必要条件であり，経営管理への勤労者
の意思表示の現実的形遣であるとするならば，乙の領域にはいまだ多数の「怠慢」がみられ
るのであり，総会が有効な自主管理機関として機能しているとはいいがたい。また， 34.1%の
ブリガーダではブリガーダ評議会が機能していdト。研究者たちの判断によれば，対象ブリガ
ーダの77.5%においである程度の自主管理が存在しているのであり， 22.5%のブリガーダでは
管理部がブリガーダ活動のすべての問題を解決しているのだ。
現在ソ連邦では70%の工業労働者がブリガーダ方式で働いている。だがブリガーダ評議会は
そのブリガーダに設置されているわけではない。上の行論の資料や別の資料から判断すると
(かなり乱暴な推定であるが)約50%のブリガーダで評議会が機能していると考えられる。と
すれば，「自主管理」がなんらかの形でお乙なわれているブリガーダで労働生活をおくっている
工業労働者は全体の 35% (0. 7XO. 5) である。ブリガーダは共産主義生産関係発生への転機で
あるといわれるなかで，乙の数字はなにを意味しているのか。
(80) TaM lK e, CTp. 142. 
(81) Iブリガーダ評議会はブリガーダ自主管理の実現において重要な役割を果たす叫 (COBeTCKI1H pa6側1H ynpaB-
~HeT np0I13BO~CTBOM， I1po仰3~aT， 1984, C叩・ 134.)
(82) Iブリガーダ評議会はいまのところすべての第一次労働集団において存在しているわけではない。例えば，
1 .~ ~ 1984年には，レニングランドの工業では，それがすべてのブリガーダのーに設置されていた叫(口O~I1THKO・ 3KO-
3 
HOMHlJeCKHe BonpOCbl pyKOBo~cTBa X03HHCTBOM, CTp. 170.) 
(83) Iブリガーダ労働組織は…..共産主義生産関係発生における真に(五官で)知覚できる転機である。乙れは
社会主義の成熟度の基準である叫 (COl\・ Tpy~OBO品 Ko~~eKTHB. BalK Hbl白帆KTOpφOpMl1pOBaHHH HOBoro 明~OBeKa， CTp. 
112. ) 
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